
第７６号 発行（Ｒ８年３月）
公益社団法人

高知県看護協会
保健師職能委員会
〒780-8066

高知市朝倉己８２５－５
TEL 088-844-0678
FAX 088-844-0053

香美市 福本さん 須崎福祉保健所
島田さん

高知市 須山さん

保健指導ミーティング

令和８年２月１４日（土）高知県看護協会にて保健指導ミーティングを開催しました。行政保健師の業務増加
や多問題事例への対応が広がる中、保健師自身の心身の健康管理の必要性を踏まえ、標題をテーマとした
保健指導ミーティングを開催しました。自身の職場の健康管理を起点に地域で働く人々の健康支援へと視野を
広げ、看護職一人ひとりのウェルビーイングを基盤に、組織を超えた多職種ネットワークづくりを目指し意見交
換を行いました。

海辺の杜ホスピタル 健康増進室・高知産業保健総合支援センター相談員
槇本宏子さんより話題提供
『「働く人の健康管理を考える～保健師自身の健康も含めて～』
産業保健分野で活躍されている保健師の槇本さんからはいくつか事例を用いて職場全体の
健康が改善されたケースを報告されました。
事例１）小売業で閉店が１時間半遅くなった結果、女性従業員から不定愁訴の訴えが激増し、ア
ンケートを取ってみると男性より女性の方が、夕食の時間など時間のずれの影響を受けており、
その点にアプローチすることで、改善された。
事例２）職場の人間関係、雰囲気が良くなく、それが仕事にも影響を及ぼしている部署で、ミニ
ワーク（コミュニケーション研修）を取り入れ、お互いの認識のずれ（アンコンシャスバイアス）を
修正することで職場が落ち着いた雰囲気になった。

参加者からは次のような意見が出ました。
◆自治体保健師（２０代）：まだ経験年数も少ないため、なかなか自分からは言いたいことが言えないこ
とも多い。仕事の効率化について会の運営や組み立て等、ＡＩも活用している。現場は対住民になるので、
対応で苦慮した時には先輩にアドバイスを受けるようにしている。また愚痴をきいてもらったりすると気
持ちがとても楽になる。
◆産業保健師（３０代）：今の環境は企業で一人職場である。外部にも相談はできずかかえこみやすい。以
前医療機関で働いていた時にはすぐに聞ける先輩がいた。本日の会で守秘義務のある相談先も知れたの
で良かった。人に話す＝自分からその感情が放れ、また気持ちも整理される。
◆自治体保健師（４０代）：職場の健康管理について外部を呼ぶというのはハードルが高い。職場の人間
関係や雰囲気が、結局は住民対応に返っていく。わざわざでなくてもよいので、広域連合などの集合研修
でできたらと思う。
◆自治体保健師（５０代）： 事例を通して、“職場改善に取り組むこと効果がある“ということが分かった。
ミニワークなどできることはある。コミュニケーションをとり、困ったことを皆で話すことで、自分のことと
してそれぞれがとらえられ、全体のスキルアップにもつながる。

参加人数は少人数であったものの、行政保健師、産業保健師の参加があり、ま
た年齢も２０代から６０代まで幅広い層で意見交換を行うことができました。それぞ
れの立場から、活発な意見が交わされ、実りある会になりました。来年度も皆さん
の期待に応える内容の研修を企画中です。多くの参加をお待ちしています！

（文責 松尾）

『働く人（保健師自身も含む）の健康管理を考える』
～「産業保健師」と「行政保健師」の連携～



３月で退職される保健師さんから、
メッセージをいただきました！

『 ご挨拶 』 香美市福祉事務所 中村 慶恵

平成12年に旧物部村に就職し26年、振り返ってみればあっという間でした。血圧計を手に
地域を回ったり、子育て中のお母さん方と語り合った場面が昨日のことのように思い出され
ます。訪問中に道に迷ったことは数知れず。畑で作業をしている方に、持っていた地図を見
せながら「私はどこにいますか？」と聞いたり、車を運転中道なき場所にダイブしたこともあり
ましたが、それもいい（？）思い出です。
年々、保健師の仕事が以前に比べてより深く、より多岐にわたり、こなさなければならない
ことが増えていると感じていました。でも、よき先輩や仲間たちに支えられ、ここまでやってこ
られたと思います。これからは、今まで教えていただいたことを生かしながら、少しずつ自分
にできることをやっていけたらと思っています。今まで本当にお世話になり、ありがとうござい
ました。

『 ご挨拶 』 須崎福祉保健所 竹内 愛

このたび、体調不良のため病気療養に専念することとなり、退職することにしまし
た。これまで一緒に働いてきた皆様には、本当にたくさん支えていただき、感謝の気
持ちでいっぱいです。悩んだり落ち込んだりした時も、皆様温かい言葉や励ましのお
かげで乗り越えることができました。異動の多い仕事でしたが、その都度、人間関係
に恵まれました。

これまで保健師は「人」を大切にする、意義ある仕事と思い、皆が幸せを実感でき
るよう微力ながら頑張ってきたつもりです。しかし、”保健師は黒子”という過去の教

えがこびり付き、自分自身はなるべく目立たない言動が多かったと反省しています。
ですが、これからの保健師は特に「活動を見せる」ことが大切！とお伝えしたいです。

しばらく療養に専念し、時間がかかりそうですが、しっかり体調を整えて元気を取
り戻したいと思っています。現場を離れることになりますが、皆様の活動をこれから
も応援しています。

今年も先輩方が卒業されます。

これまで、それぞれの現場で私たちに保健活動を通して様々な気
づきや学びを授けてくれた先輩方に心から感謝申しあげます。
大変お世話になりました。これからのご活躍もお祈りしています！



『 地域とともに頑張ってください 』 仁淀川町役場健康福祉課 日浦 けさお

旧吾川村保健師として就職してから36年。本当にお世話になりました。
介護保険制度や市町村合併、権利移譲など、次々と制度や仕組みが変化し、保健師とし
ての学びや経験、思いだけではできない業務も増えてきました。
今になって「見る、つなぐ、動かす」という保健活動の本質を考えさせられ、住民さんのた
め、地域のため、町のために、その役割を果たしてきたのか・・・・日々の業務や目先の課題、
できない理由ばかりを優先してきたのでは・・・・と反省しています。「見る、つなぐ、動かす」
は、個人でも、集団でも、地域でも、町でも、どんな活動にも共通する指針であると身に染み
ています。
こんな私ではありますが、皆さま1人1人の活動の中に、この言葉を保健師の強みとして生
かしてほしいし、住民さんや地域、関係機関などと出会えることを恐れず、
地域で活躍できることを楽しんでほしいと思っています。
大丈夫！がんばれ！！

『 ご挨拶 』 安芸福祉保健所 矢野 良子

長い間、大変お世話になりました。

県内の保健師さん、助産師さん、看護師さんをはじめ、多くの皆さまに支えていただきなが
ら仕事を続けてくることができました。心より感謝申し上げます。

先輩方が次々と卒業されていく中で、「自分はまだまだだなぁ」と少しうらやましく感じてい
た時期もありましたが、気づけばこの６０歳を迎え、そして今振り返ってみると本当にあっと
いう間の年月だったと思います。

市町村との協働事業、東北への災害支援、コロナ感染症への対応、南海トラフ地震への
備えなど、振り返ると楽しかったこと、大変だったことが思い出されます。そのような中でも、
皆なで知恵を出し合い考え工夫しながら「やりたいこと」「必要なこと」を形にしていけた時の
充実感は、今でも心に残っています。

また、皆さんと一緒に考え、悩み、乗り越えてきた経験は、私にとって大きな財産です。し
んどい時期を共にした皆さんとは、たとえ別の分野に進まれても、これからもきっとそれぞ
れが助け合える関係でいられるのではないかと思っています。

これからは現場を離れ、少しゆっくりと時間の流れを感じながら生活していけたらと思ってい
ます。
皆さまのこれからのますますのご活躍とご健康を心よりお祈りしております。
本当にありがとうございました。



看護協会は看護職の活動を支援する職能団体です。様々な職場で仕事を
している看護職の皆様と共に看護の質の向上や看護職が働き続けられる環境づくりなど
に取り組んでいます。未来に向かって、一緒に歩んでいきましょう！

看護の日マスコット「かんごちゃん」や
カードをご活用の際は
高知県看護協会広報担当理事

森山 まで

０８８-８４４－０６７８

高知県
かんごちゃん

編集後記
やわらかな春の陽ざしに心がほころぶ一方で、新たなステージへと旅立って
いく職場の仲間との別れに、寂しさがそっと寄り添う季節となりました。 森山
直太朗さんの「さくら」の歌詞にもあるように、それぞれの道の先で、また笑顔
で再会できる日を願いつつ、前向きにスタートしたいと思います。それぞれの春
が、実り多きものとなりますように。

『 ありがとうございました 』 いの町ほけん福祉課 伊藤 千恵

昭和63年春。退職を一年先に控えていた大先輩の後を引き継ぐ形での採用。当時の町保
健師は、その先輩と私の2人。この頃はまだ駐在保健師の時代で、先輩保健師の存在が大
きすぎて何をしていたか全く記憶がありません。保健師の体制も、時代とともに変化し駐在、
派遣と、徐々に県からの貴重な人材もいなくなり、今では町保健師15名となりました。
県の保健師の先輩方には地域を支えるボランティアの方々との連携、子育て中のお母さ
んたちへの寄り添い。様々ご指導いただきました。私自身もっとシュッとしたできる保健師に
なれれば良かったのですが、後輩に聞かれるとダメな「こんなことようせん」「もうイヤ」という
口癖が出てしまい、ギリギリでやってきたというのが本音です。退職まで恵まれた環境の中
で仕事ができたことには感謝しかありません。これまで本当にありがとうございました。
これからもいの町をよろしくお願いします！
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